
Gunma Prefectural Chuo Secondary School
（群馬県立中央中等教育学校　学校通信）

1 子どもは家庭や地域でも自分から進んであいさつをする。 A 85 ％ A 84 ％

2 子どもは家庭で、学校での清掃活動の経験を生かしている。 C 64 ％ C 62 ％

3 子どもは学校が好きである。 A 89 ％ B 81 ％

4 子どもは英語や外国文化に興味がある。 A 86 ％ A 84 ％

5
イングリッシュキャンプやスピーチコンテスト、海外修学旅行などにより、子どもの国際コミュニ
ケーション能力は高まっている。

A 85 ％ B 78 ％

6 学校は、授業や学校行事を通じて我が国の文化・伝統に触れる機会を設けている。 A 86 ％ A 84 ％

7 子どもたちには、確かな学力身についている。 A 84 ％ A 85 ％

8 英語や数学の少人数学級は生徒の学力向上に効果がある。 A 90 ％ A 92 ％

9 子どもは、自分なりの目標をもって学習に取り組んでいる。 B 83 ％ A 88 ％

10 子どもは、毎日家庭学習に取り組む習慣が身についている。 B 70 ％ A 80 ％

11 子どもの様子から、子どもは先生との信頼関係が築けている。 A 86 ％ A 87 ％

12 学校生活を通して、子どもはクラスの友人とよりよい人間関係を築いている。 A 91 ％ A 92 ％

13 子どもは自分の健康に留意して生活している。 A 81 ％ B 79 ％

14 子どもは、部活動や委員会活動に積極的に取り組んでいる。 A 91 ％ A 77 ％

15 学校はいじめ防止に努め、いじめが発生した場合にも解消してくれた。 A 85 ％ A 86 ％

16 子どもは、自己を理解したうえで将来の職業を選択しようと考えている。 A 83 ％ A 90 ％

17 子どもは、自分自身の進路に関する意識を有している。(後期課程のみ) A 93 ％

18 子どもの進路希望を理解している。 B 80 ％ A 92 ％

19 学校から、生徒・保護者に必要な進路情報の提供を受けている。 B 71 ％ A 88 ％

20 進路講演会や進路関連行事は、子どもの成長が伺える機会であり有益である。 A 84 ％ A 85 ％

21 学校のwebページには、新しい情報が定期的に載っている。 A 84 ％ A 83 ％

22 保護者向け学校行事は、子どもの成長が伺える機会であり有益である。 A 93 ％ A 88 ％

23 学校は、適切に文書やメール等で連絡してくれる。 A 85 ％ A 89 ％

24 学校はＰＴＡ（保護者）と連携し、奉仕活動などの地域活動を行っている。 B 76 ％ B 73 ％

25 担当する授業でクロームブックを活用している。 A 96 ％ A 93 ％

26 交通安全教室や防災避難訓練は子どもの安全意識向上に役立っている。 A 93 ％ A 91 ％

27 学校の施設・設備は整備され、安全である。 A 83 ％ A 86 ％

第２回学校評価保護者アンケート自由記述について

＊集計結果は、生徒・保護者の「よく当てはまる」「だいたい当てはまる」の合計割合(%)です。

　多くの貴重なご意見やご提案をいただいております。ご協力いただき、ありがとうございました。少数意見の中にも全体につなが
る貴重な意見があることを認識し、一つ一つ解決に向けて検討し、学校運営に生かしてまいります。

評価項目
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第２回集計結果

前期／当てはまる率 後期／当てはまる率

令和５年度 第２回学校評価保護者アンケートの結果と改善策について

　Ｗebページ上での実施が定着し、全校で５３６人（７２．３％）の保護者の方にご回答をいただきました。皆様のご協力に改めて感謝申し上げま
す。本年度より県への報告が年度末の１回のみとなりましたが、本校は昨年と同様年２回の実施を継続し、生徒、保護者の意見を教育活動の改善
に活かしていきたいと思います。２回目のアンケートの集計結果が出ましたので、お知らせいたします。


